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Research Thesis (Doctor's) in Adult Health Science 　

6 通年 集中･不定期 成人保健学ユニット／１～３年次

　 演習 必須科目

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HM保健学分野ｶﾘ, 2025HM保健学分野ｶﾘ, 2024HM保健学分野ｶﾘ, 2023HM保健学分野ｶﾘ

【研究科共通_2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門分野以外の課題を 現在の医療の問題点を発見し、研究に落とし込み実施すること
見渡し自身の研究課題の社会的意義を再認識する俯瞰力 ができる。

⇔

【研究科共通_2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】高度専門職業人・研究 研究者の倫理に基づき研究を行うことができる。
者として、科学・技術を発展させるための健全な倫理観

⇔

【専攻】医学・保健学研究において基礎・応用・臨床の枠を越 学際的な観点で問題を解決するための研究を実施できる。
え、課題の本質を見抜き解決方法を見出す洞察力

⇔

【専攻】医学・保健学研究の専門分野近傍の課題に対して新た 国内外での学会発表および、論文を発表できる。
な知見・技術を生み出す応用力

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

・研究計画を立案できる。
・研究に必要な論文を収集し，研究目的を明らかにすることができる。
・具体的研究方法を実施，改善できる。
・統計学的処理が実施できる。
・論理的考察が実施できる。
・関係学会あるいは雑誌に発表できる。

(3)授業の概要
/Overview of 
course

成人保健学領域における研究課題の設定，研究計画の立案，調査・研究の遂行，論理的に構成された博
士論文の作成という一連の研究活動を指導教員の助言・指導・討論のもとで行う。
脳血管障害や肩関節疾患などの臨床研究あるいは臨床に密接に関連した起立・歩行などの運動学に関す
る基礎研究を通して，臨床に科学的根拠を還元できる研究成果を博士論文としてまとめる。

(4)授業計画
/Course plan

日時は受講学生と検討のうえ決定する。研究の進捗により所要時間は異なるが，項目ごとに複数回の指
導時間に加え，相当程度の事前事後の自主研究時間を要する。
１．文献講読会と研究ミーティングに基づいた研究計画の立案
２．調査・実験の実施
３．データ処理
４．博士論文の作成
５．投稿
６．研究成果のプレゼンテーション

(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

博士論文の完成度とプレゼンテーション内容で評価します。
下記の評価項目の合計点にもとづき，判定基準は，90-100点(秀)，80-89点(優)，70-79点(良)，60-69点
(可)，60点未満(不可)をとします。
①研究領域で権威ある邦文・欧文雑誌に印刷公表または受理(掲載許可)を得ている（30点）
②研究の目的・方法・結果および考察について十分に理解し，明確に説明できている（30点）
③研究内容について提起される質問に対して，論理的に説明できている（20点）
④研究の将来展望について論述できている（10点）
⑤当該研究分野に関する最先端の知識を有している（10点）

(6)履修上の注意
・事前事後学習
の内容・テキス
ト・教材・参考
書/Notes/Prep 
and review 
work/Textbook(s)/
Reference work(s)

ゼミは毎週月曜日に実施しています。ZOOMを利用しますので、事前にIDとPWをお知らせいたします。
関連論文の収集と読み込み，研究計画の立案，倫理審査会への申請，データ収集，統計解析，学会発表
および論文作成の準備を上記の時間で行うことになります。

(7)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

メールにてお問い合わせください。　積極的に行動してください。相談にはいつでも乗ります。

百瀬研究室　保健学科南校舎4階　kmomose@shinshu-u.ac.jp　オフィスアワー月曜日12時～13時

(8)授業の形式
/Course format

個別指導


